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全ての子どもがいきいきと充実した学校生活を過せるよう、子どもを守り育てる体制を整えます。いじめ防止対策や重大
事態の調査等を行う「杉並区いじめ問題対策委員会」の設置に関する議案を可決しました。（写真は、元気に遊ぶ杉並第
六小学校の児童）

　

第
２
回
定
例
会
は
、
５
月　

日
か
ら
６
月　

日
ま
で　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ

３０

１６

１８

ま
し
た
。
初
日
か
ら
４
日
間
は　

名
の
議
員
が
区
政
一
般
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま

１７

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
、
条
例
７
件
、
契
約
５
件
な
ど　

議
案
の
審
議
を

２８

行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
等
の
経
営
状

況
な
ど　

件
の
報
告
を
聴
取
し
ま
し
た
。

１１

《
５
月
》

８
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１０
 

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

災
害
対
策
特
別
委
員
会
（
視
察
）

１４
　

日　

臨
時
会
本
会
議

１７
 

総
務
財
政
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１８
 

臨
時
会
本
会
議

 

各
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１９
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２２
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

３０
 

本
会
議

　

日　

本
会
議 

３１

《
６
月
》

１
日　

本
会
議

２
日　

本
会
議

５
日　

区
民
生
活
委
員
会

６
日　

保
健
福
祉
委
員
会

７
日　

都
市
環
境
委
員
会

８
日　

文
教
委
員
会

９
日　

総
務
財
政
委
員
会

　

日　

災
害
対
策
特
別
委
員
会

１２
　

日　

道
路
交
通
対
策
特
別
委
員
会

１３
　

日　

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

１４

特
別
委
員
会

　

日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

１５
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１６
 

議
会
運
営
委
員
会

 

本
会
議

《
７
月
》

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１１
　

日　

災
害
対
策
特
別
委
員
会
（
派
遣
）

１４

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
条
例
、
杉
一
小

施
設
整
備
関
連
経
費
な
ど
一
般
会
計
補
正

予
算
等
を
可
決
し
ま
し
た

第2回定例会
平成29年

区政を問う　一般質問 …………２～４
《特集》委員会での議案審査の様子 … ５
委員会の活動報告、視察リポート …６
傍聴のご案内、議場の議席配置図、
陳情の審査結果　ほか ………………７
議案等の概要と審議結果 ……………８

今号の掲載内容

第３回定例会は９月１１日（月）から開会予定です。
傍聴のご案内は７面をご覧ください。

議

会

日

誌



2NO.２３７ 平成２９（２０１７）年８月１日

一般質問一般質問
区政を問う 　区政全般にわたり、区長をはじめ

とする執行機関に対して行う質問を
一般質問といいます。
　５月３０日・３１日、６月１日・２日
に１７名が質問しました。その要旨を
お知らせします。

≪会派名≫
自民／杉並区議会自由民主党　公明／杉並区議会公明党　未来／区民フォーラムみらい
平和／いのち・平和クラブ　共産／日本共産党杉並区議団　自無／自民・無所属クラブ
杉わ／杉並わくわく会議　共生／共に生きる杉並　美杉／美しい杉並　無／無所属　無木／無所属（木村）

  

防
災
課
職
員
の
専
門
的
能
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
は
。

 

防
災
士
や
無
線
技
師
の
資
格
を

取
得
す
る
と
と
も
に
、 
防 
災
ス
ペ
シ

※

ャ
リ
ス
ト
講
習
な
ど
の
受
講
に
よ
り

専
門
的
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

 

災
害
対
策
本
部
メ
ン
バ
ー
が
被

災
し
た
場
合
の
代
替
要
員
や
、
区
外

に
住
む
職
員
の
参
集
を
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
の
か
。

 

災
害
対
策
本
部
メ
ン
バ
ー
は
、

各
職
務
を
代
行
す
る
補
佐
を
置
い
て

い
る
。
居
住
地
を
踏
ま
え
た
徒
歩
に

よ
る
参
集
予
測
で
は
、
発
災
数
時
間

後
に
は
少
く
と
も
約　

％
の
職
員
が

５４

参
集
可
能
と
想
定
し
て
い
る
。

 

災
害
時
の
ト
イ
レ
不
足
は
大
き

な
課
題
。
杉
並
区
の
備
え
の
状
況
は
。

 

過
去
の
災
害
時
の
仮
設
ト
イ
レ

設
置
状
況
か
ら
、
利
用
に
ほ
ぼ
支
障

が
な
い
と
さ
れ
る　

人
に
１
基
の
規

７５

模
を
目
安
に
確
保
し
て
い
る
。

 

車
中
避
難
の
自
粛
に
つ
い
て
、

事
前
に
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

自
動
車
で
の
避
難
は
、
渋
滞
を

招
き
救
援
・
救
護
活
動
の
妨
げ
に
な

る
恐
れ
や
健
康
上
の
課
題
も
あ
る
た

め
、
避
け
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

 

３
月
に
ヤ
マ
ト
運
輸
・
佐
川
急

便
と
締
結
し
た
協
定
の
内
容
は
。

熊
本
地
震
の
教
訓
を
生
か

し
た
災
害
対
策
に
つ
い
て

井
口
か
づ
子

（
自
民
）

問答問答問答問答問

 

熊
本
地
震
で
も
課
題
と
な
っ
た

救
援
物
資
の
供
給
に
つ
い
て
、
震
災

救
援
所
な
ど
へ
の
配
送
や
緊
急
物
資

拠
点
の
運
営
に
関
し
、
物
流
の
専
門

で
あ
る
両
社
の
協
力
を
得
た
も
の
。

   

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
育
児

休
業
推
進
や
、
さ
ら
な
る
保
育
士
確

保
策
に
つ
い
て
問
う
。

 

保
育
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
、

国
と
と
も
に
育
児
休
業
制
度
の
改
革

や
事
業
主
等
の
意
識
改
革
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
。
保
育

士
確
保
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の

取
組
の
効
果
検
証
を
踏
ま
え
、
支
援

策
を
検
討
す
る
。
今
後
も
待
機
児
童

の
解
消
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
う
児
童

虐
待
予
防
策
の
充
実
に
つ
い
て
問
う
。

 

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
の
視
点

か
ら
も
、
子
育
て
支
援
と
母
子
保
健

が
連
携
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

一
体
的
に
行
う
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
機
能
は
重
要
。
関

係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
セ
ン
タ

ー
機
能
を
果
た
し
て
い
く
。

 

教
育
関
連
法
改
正
に
よ
る
共
同

学
校
事
務
室
設
置
と
学
校
運
営
協
議

会
の
拡
充
に
つ
い
て
問
う
。

答
保
育
緊
急
事
態
宣
言
の
そ

の
後
、
児
童
福
祉
法
・
教

育
関
連
法
改
正

今
井
ひ
ろ
し

（
自
民
）

問答問答問

 

学
校
事
務
を
共
同
し
て
処
理
す

る
「
共
同
学
校
事
務
室
」
は
、
都
内

一
部
の
学
校
で
試
行
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
調
査
研
究
を
進
め
る
。

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
に
先
駆
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
杉
並
区
で
は
、

法
改
正
に
よ
る
特
段
の
影
響
は
な
い
。

 

特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領

改
訂
に
伴
う
、
区
の
対
応
を
問
う
。

 

改
訂
を
踏
ま
え
た
教
育
が
実
践

さ
れ
る
よ
う
、
教
員
研
修
の
充
実
や

環
境
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

   

防
災
頭
巾
で
は
、
子
ど
も
達
の

大
切
な
頭
を
落
下
物
か
ら
守
れ
な
い
。

命
を
守
る
た
め
、
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
導
入
を
強
く
要
望
す
る
。
ま
た

校
舎
は
、
今
後
想
定
さ
れ
る
震
災
規

模
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
耐
震
・
免
震

へ
の
改
築
を
要
望
す
る
。

 

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
他
自
治

体
の
導
入
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
見

て
検
討
す
る
。
校
舎
は
、
老
朽
改
築

計
画
の
見
直
し
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

 

都
市
農
地
等
み
ど
り
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
た
。
区
は
、
農
地

を
政
策
に
し
っ
か
り
位
置
付
け
、
生

産
緑
地
の
下
限
面
積
を
３
０
０
㎡
と

す
る
条
例
や
特
定
生
産
緑
地
の
指
定

な
ど
に
積
極
的
に
動
け
。
ま
た
都
市

公
園
の
設
置
主
体
の
区
が
公
園
を 
潰 つぶ

す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
改

め
て
区
の
考
え
を
問
う
。

 

こ
れ
ま
で
も
農
地
の
保
全
に
努

め
て
き
た
が
、
法
改
正
の
趣
旨
を
踏

答問答
小
中
学
生
の
命
を
守
る
た

め
防
災
頭
巾
か
ら
ヘ
ル
メ

ッ
ト
へ
転
換
を
鎧浅

井
く
に
お

（
自
民
）

問答問答

ま
え
、
条
例
制
定
や
特
定
生
産
緑
地

に
つ
い
て
、
農
業
者
の
意
見
を
丁
寧

に
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
保
育
所
整
備
は
区
立
施
設
全
体

を
対
象
に
取
り
組
ん
だ
も
の
。

 

西
武
新
宿
線
の
開
か
ず
の
踏
切

を
な
く
す
鉄
道
の
連
続
立
体
交
差
事

業
に
、
区
は
他
力
本
願
で
取
り
組
む

の
で
は
な
く
、
地
元
の
機
運
を
高
め

る
こ
と
や
関
係
権
利
者
の
理
解
を
得

る
な
ど
地
道
な
取
組
を
行
い
、
一
刻

も
早
い
事
業
着
手
を
目
指
せ
。

 

都
や
西
武
鉄
道
、
隣
接
区
市
と

連
携
協
力
し
早
期
実
現
に
取
り
組
む
。

   

静
岡
県
南
伊
豆
町
の
特
養
開
設

に
向
け
、
今
後
の
予
定
を
問
う
。

 

来
年
１
月
の
開
設
に
向
け
工
事

は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
７
月
か
ら

入
居
者
の
申
し
込
み
が
始
ま
る
予
定
。

 

そ
の
特
養
施
設
ま
で
の
距
離
に

つ
い
て
、
区
長
の
考
え
を
問
う
。

 

物
理
的
な
距
離
を
縮
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
ケ
ア
の
内
容
や
質

と
と
も
に
、
入
居
者
と
家
族
が
日
々

対
話
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
用
や

家
族
宿
泊
室
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、

感
じ
る
距
離
は
縮
ま
る
と
考
え
る
。

区
民
の
介
護
・
高
齢
化
の
問
題
は
、

区
が
一
義
的
に
責
任
を
果
た
す
の
が

問答
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整

備
と
保
育
園
整
備
に
つ
い

て

大
熊
昌
巳

（
自
民
）

問答問答

 
筋 
。
安
心
し
て
入
居
で
き
る
よ
う
、

す
じ静

岡
県
、
町
、
運
営
事
業
者
と
連
携

を
図
り
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

区
は
、
待
機
児
童
解
消
緊
急
対

策
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
問
う
。

 

危
機
的
状
況
は
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
待
機
児
童
の
解
消
に

至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
、
引
き
続
き
精
力
的
に
取
り
組
む
。

 

久
我
山
地
域
を
含
め
、
緊
急
対

策
で
残
さ
れ
た
課
題
を
問
う
。

 

地
域
偏
在
の
解
消
や
保
育
の
質

の
維
持
・
向
上
、建
設
費
・
運
営
費
の

増
加
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
久
我
山
東
原
公
園
の
一

部
を
活
用
し
た
認
可
保
育
所
の
開
設

は
、
待
機
児
童
の
大
幅
な
減
少
に
大

き
く
寄
与
し
た
。
恒
久
的
な
代
替
地

の
確
保
は
、
地
域
の
声
を
十
分
に
お

聴
き
し
な
が
ら
引
き
続
き
努
力
す
る
。

   

幼
少
期
に
愛
着
を
形
成
し
、
自

尊
感
情
を
育
て
、
自
己
を
肯
定
で
き

る
子
供
に
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
る
が
、
区
の
取
組
を
問
う
。

 

自
尊
感
情
は
、
人
や
物
、
自
然

と
豊
か
に
関
わ
り
あ
う
多
様
な
経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
育
成
さ
れ
る

も
の
。
集
団
で
の
遊
び
や
野
外
活
動
、

問答問答
自
分
を
価
値
あ
る
人
間
だ

と
思
え
て
い
る
高
校
生
は

４
割
も
い
な
い

井
原
太
一

（
自
民
）

問答

地
域
の
方
の
協
力
に
よ
る
多
様
な
交

流
・
体
験
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
教

育
活
動
を
通
し
て
、
自
尊
感
情
を
高

め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

親
が
干
渉
し
過
ぎ
る
と
子
供
の

自
尊
感
情
は
育
た
な
く
な
る
。
就
学

前
教
育
の
研
究
成
果
は
、
保
護
者
に

対
し
て
も
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

 

昨
年
度
、
成
田
西
子
供
園
が
自

尊
感
情
の
育
成
を
テ
ー
マ
と
し
て
実

践
し
た
研
究
成
果
は
、
今
年
度
か
ら

他
の
子
供
園
で
も
実
践
さ
れ
、
自
ら

感
じ
た
こ
と
を
共
有
す
る
取
組
が
充

実
し
て
き
て
い
る
。

 

子
供
が
将
来
へ
希
望
を
持
て
る

よ
う
に
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
教
育
で

は
仕
事
や
社
会
の
仕
組
み
の
ほ
か
、

家
庭
や
家
族
の
在
り
方
も
教
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

子
ど
も
た
ち
が
、
今
後
の
成
長

の
中
で
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
様
々
な

課
題
に
対
応
し
、
社
会
人
・
職
業
人

と
し
て
自
立
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
教
育
と
認
識
し
て
い
る
。
職
場
体

験
の
ほ
か
、
自
ら
の
誕
生
か
ら
今
日

に
至
る
ま
で
の
成
長
を
振
り
返
る
学

習
や
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
学
習
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

 
問答問答　

掲
載
内
容
は
、
質
疑
応

答
の
一
部
で
す
。
区
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
質
問

者
別
の
動
画
で
全
部
を
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

※防災スペシャリスト講習＝内閣府が実施する地方公共団体等職員向けの防災人材育成プログラム
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文
部
科
学
省
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
周
知
資
料
を
通
知

し
「
ま
ず
は
教
職
員
が
、
偏
見
等
を

な
く
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必

要
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
教
育
委

員
会
は
通
知
を
受
け
、
教
職
員
を
対

象
と
し
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
特

化
し
た
研
修
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

教
職
員
が
性
同
一
性
障
害
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
が
抱
え
る
課
題

に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

 

都
の
里
親
認
定
基
準
は
、
同
性

カ
ッ
プ
ル
を
里
親
か
ら
除
外
し
て
い

る
。
区
が
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る

際
に
は
、
国
の
里
親
委
託
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
の
整
合
性
を
図
り
、
同
性
カ

ッ
プ
ル
も
里
親
と
し
て
認
め
る
べ
き
。

 

都
は
状
況
に
よ
り
基
準
の
見
直

し
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
区
が
児
童

相
談
所
を
設
置
し
た
際
は
、
都
の
状

況
を
注
視
し
適
正
な
運
用
に
努
め
る
。

 

男
女
平
等
参
画
計
画
の
上
位
に

推
進
条
例
を
定
め
、
性
的
指
向
や
性

自
認
に
よ
る
差
別
を
禁
止
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
区
の
見
解
を
問
う
。

 

条
例
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

 

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
を
減

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対

す
る
差
別
是
正
に
つ
い
て

木
村
よ
う
こ

（
無
木
）

問答問答問答問

ら
す
た
め
、
運
転
免
許
自
主
返
納
支

援
制
度
の
対
象
年
齢
緩
和
を
求
め
る
。

 

当
面
現
行
の
ま
ま
と
し
、
今
後

の
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
く
。

   

特
養
申
込
者
の
実
態
を
分
析
し
、

真
に
必
要
な
人
へ
の
支
援
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
重
要
。
利
用
者
の
実
態
や
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
療
と
福
祉

の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
今
後
の
施
設

整
備
の
在
り
方
は
。

 

入
所
希
望
者
や
家
族
の
意
向
を

把
握
す
る
た
め
、
今
年
度
、
実
態
調

査
を
行
い
、
施
設
の
仕
様
や
機
能
、

住
ま
う
場
所
の
希
望
な
ど
を
分
析
し
、

今
後
の
整
備
に
生
か
し
て
い
く
。

 

特
養
入
所
判
定
基
準
変
更
の
検

討
と
課
題
意
識
の
共
有
な
ど
は
、
ど

の
様
に
行
わ
れ
た
の
か
。

 

見
直
し
の
検
討
に
あ
た
り
、
全

て
の
区
内
お
よ
び
区
外
協
力
施
設
と

協
議
や
意
見
集
約
を
行
っ
た
上
、
新

評
価
基
準
を
作
成
し
た
。

 

新
聞
各
社
に
は
伝
え
方
に
特
徴

が
あ
る
事
を
踏
ま
え
、
複
数
紙
を
学

校
図
書
室
に
置
き
、
子
ど
も
の
調
べ

学
習
に
新
聞
を
さ
ら
に
活
用
す
べ
き
。

 

小
学
校
で
は
記
事
の
見
比
べ
や

紙
面
構
成
の
特
徴
を
つ
か
む
学
習
、

中
学
校
で
は
記
事
の
論
理
展
開
や
表

現
方
法
な
ど
を
議
論
す
る
学
習
で
新

聞
を
活
用
し
て
い
る
。
各
学
校
の
実

情
に
応
じ
た
取
組
を
支
援
し
て
い
く
。

 

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
は
、
自

答
特
養
整
備
の
在
り
方
、
学

校
図
書
館
、
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
に
つ
い
て山

本
あ
け
み

（
未
来
）

問答問答問答問

然
環
境
の
持
つ
力
や
仕
組
み
を
生
か

し
た
社
会
資
本
整
備
と
い
う
新
た
な

概
念
だ
が
、
区
で
の
取
組
は
あ
る
か
。

 

緑
化
に
よ
る
浸
水
被
害
低
減
や

玉
川
上
水
・
放
射
５
号
線
周
辺
地
区

地
区
計
画
な
ど
が
概
念
に
合
致
し
、

区
で
も
既
に
取
組
を
進
め
て
い
る
。

   

区
は
、
在
宅
医
療
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

 

レ
セ
プ
ト
情
報
を
分
析
し
実
態

調
査
に
努
め
、
政
策
を
立
案
す
る
と

と
も
に
、（
仮
称
）
天
沼
三
丁
目
複
合

施
設
に
開
設
予
定
の
在
宅
医
療
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
活
用
し
、
患
者
や

家
族
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た

在
宅
医
療
の
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

 

課
題
が
複
合
化
・
複
雑
化
し
、

解
決
困
難
と
な
っ
て
い
る
事
例
に
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

在
宅
医
療
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
が
一
括
し
て
情
報
を
集
約
し
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
本
人
や
周

囲
へ
直
接
対
応
を
行
い
、
地
域
の
相

談
機
関
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
く
。
保
健
師
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
経
験
者
に
加
え
、
精
神
保
健
福
祉

士
の
活
用
も
検
討
す
る
。

 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
自
立

答
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（
在
宅
医
療
・
健
康
増
進
・

居
住
支
援
の
充
実
）中

村
康
弘

（
公
明
）

問答問答問

性
低
下
の
傾
向
を
加
味
し
、
効
果
的

な
疾
病
予
防
と
虚
弱
予
防
に
注
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
区
の
考
え
は
。

 

自
立
性
の
低
下
に
つ
な
が
る
フ

レ
イ
ル
（
虚
弱
化
）
予
防
の
た
め
、

「
し
っ
か
り
噛
み
食
べ
る
」、「
運
動

す
る
」、「
楽
し
く
社
会
参
加
す
る
」

を
日
常
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
践
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

 

住
ま
い
確
保
の
た
め
の
居
住
支

援
協
議
会
の
今
後
の
活
動
予
定
は
。

 

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入

居
支
援
や
空
き
家
な
ど
の
利
活
用
に

よ
る
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
て
い
く
。

   

安
倍
首
相
の
憲
法
９
条
改
憲
発

言
に
つ
い
て
、
区
長
の
見
解
を
問
う
。

 

政
治
家
と
し
て
首
相
自
身
の
考

え
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

昨
年
第
１
回
定
例
会
で
、
区
長

は
「
憲
法
改
正
に
つ
い
て
、
国
会
や

国
民
的
な
理
解
の
深
ま
り
が
何
よ
り

大
切
」
と
注
視
し
て
い
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
現
状
で
、
国
会
や
国
民

の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
の
か
、
区
長
の
見
解
を
問
う
。

 

憲
法
改
正
に
は
様
々
な
議
論
・

意
見
が
あ
り
、
国
民
的
な
議
論
を
一

層
深
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

答問答
首
相
の
改
憲
発
言
、
都
営

久
我
山
団
地
建
て
替
え
の

跡
地
活
用
に
つ
い
て

金
子
け
ん
た
ろ
う

（
共
産
）

問答問答

 

都
営
久
我
山
１
丁
目
第
２
団
地

の
建
て
替
え
に
関
す
る
都
の
説
明
会

で
、
用
途
未
定
地
の
活
用
を
区
が
検

討
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

区
の
認
識
は
い
か
が
か
。
区
と
し
て

活
用
の
検
討
を
し
、
都
に
求
め
た
の

か
。
ま
た
、
具
体
的
な
活
用
方
法
は
。

 

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
福
祉
施
設
の

整
備
状
況
等
を
踏
ま
え
、
区
と
し
て

障
害
者
施
設
及
び
高
齢
者
施
設
を
整

備
す
べ
き
と
判
断
し
た
。
先
般
、
区

か
ら
都
に
対
し
、
要
望
を
行
っ
た
。

 

東
京
五
輪
の
都
の
費
用
負
担
が

増
大
す
れ
ば
、
区
に
も
財
政
負
担
が

及
び
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
の
後

退
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

 

都
財
政
の
中
で
計
画
的
に
行
わ

れ
、
区
の
負
担
発
生
や
子
育
て
支
援
、

高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
福
祉
・
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な

い
よ
う
実
施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

   

阿
佐
谷
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
つ
い
て
、
病
院
が
移
転
す
る
予

定
で
あ
る
け
や
き
屋
敷
の
み
ど
り
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
け
や
き
屋
敷
の
み
ど
り
は

地
域
を
象
徴
す
る
緑
地
帯
で
あ
り
、

地
域
住
民
か
ら
は
み
ど
り
の
存
続
を

願
う
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し

問答問答
阿
佐
谷
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
方
針
は
区
民
の
声
に
基

づ
き
再
検
討
を
！上

保
ま
さ
た
け

（
共
産
）

問

た
声
に
基
づ
き
、
当
該
用
地
の
み
ど

り
を
残
す
よ
う
な
案
を
検
討
す
る
べ

き
だ
が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

可
能
な
限
り
緑
を
残
し
て
い
く
。

 

同
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間

数
回
説
明
会
等
が
行
わ
れ
、
Ａ
案
に

も
Ｂ
案
に
も
数
々
の
疑
問
や
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意

見
が
計
画
に
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
よ
う
な
計
画
の
進
め
方
は

大
変
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
阿
佐
谷

地
域
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

こ
と
で
あ
り
、
区
民
と
の
対
話
を
続

け
、
そ
こ
で
出
た
意
見
を
計
画
に
反

映
さ
せ
て
結
論
を
出
し
直
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

ご
意
見
を
踏
ま
え
た
修
正
や
説

明
会
を
経
て
決
定
し
た
も
の
で
進
め

方
に
問
題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

 

高
円
寺
地
域
の
小
中
一
貫
校
計

画
に
つ
い
て
、
こ
の
間
、
区
主
催
の

住
民
説
明
会
で
工
事
業
者
が
住
民
を

盗
撮
す
る
人
権
侵
害
行
為
を
行
っ
て

い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
大

変
重
大
問
題
だ
と
考
え
る
が
、
区
の

見
解
を
問
う
。

 

工
事
業
者
が
必
要
と
判
断
し
て

撮
影
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

   

安
倍
首
相
が
２
０
２
０
年
ま
で

答問答問答
首
相
の
改
憲
発
言
に
国
民

合
意
の
不
在
と
憲
法
の
意

義
を 
質 
す

た
だ

け
し
ば
誠
一

（
平
和
）

問

に
憲
法
改
定
を
表
明
。
憲
法
の
意
義

に
つ
い
て
区
長
の
考
え
を
問
う
。

 

憲
法
は
国
の
か
た
ち
を
示
す
最

高
位
の
法
規
範
。
憲
法
の
存
在
に
よ

り
公
的
機
関
の
国
民
へ
の
不
当
な
干

渉
や
権
力
の
濫
用
を
防
ぎ
、
個
人
の

尊
厳
の
も
と
、
広
く
国
民
の
権
利
を

保
障
し
て
い
る
も
の
と
認
識
。

 

憲
法
改
定
に
国
民
の
合
意
形
成

が
図
ら
れ
て
い
な
い
が
、
見
解
は
。

 

憲
法
制
定
の
契
機
と
な
っ
た
先

の
大
戦
で
は
、
莫
大
な
被
害
や
犠
牲

が
あ
っ
た
。
過
去
の
反
省
と
教
訓
を

忘
れ
ず
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
。

 

虐
待
か
ら
児
童
を
守
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
。

 

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
の
た
め

に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

り
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

 

外
環
ト
ン
ネ
ル
工
事
中
の
住
民

の
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
国
か
ら
緊

急
時
の
住
民
の
安
全
確
保
に
関
し
問

い
合
わ
せ
は
あ
っ
た
の
か
。
外
環
ト

ン
ネ
ル
工
事
へ
の
住
民
の
不
安
に
応

え
、
国
に
住
民
の
避
難
計
画
策
定
を

求
め
て
ほ
し
い
が
、
い
か
が
か
。

 

現
在
、
国
や
ネ
ク
ス
コ
東
日
本

な
ど
が
各
自
治
体
の
地
域
防
災
計
画

な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
後
各
自
治
体
と
協
議
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
も
事
業
者
と
の
調

整
を
緊
密
に
行
い
、
住
民
の
安
全
の

確
保
や
、
要
望
・
質
疑
に
丁
寧
か
つ

 
真  
摯 
に
対
応
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

し
ん 
し

 
答問答問答問答

〈動画の検索方法〉 　杉並区議会ホームページ　閣　議会中継バナー　閣　録画中継　閣　本会議録画中継（外部リンク）
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子
育
て
を
し
て
い
る
当
事
者
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
周
囲
の
方
へ
も

子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
届
け
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

 

子
育
て
を
支
え
る
周
囲
の
方
へ

の
情
報
提
供
は
、
当
事
者
の
孤
立
感

や
育
児
不
安
を
軽
減
す
る
手
段
と
し

て
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。 
プ 
ッ
シ

※

ュ
型
の
情
報
提
供
は
少
な
い
た
め
、

今
後
研
究
の
必
要
が
あ
る
。

 

妊
婦
や
乳
幼
児
の
保
護
者
に
子

育
て
情
報
を
配
信
す
る
「
き
ず
な
メ

ー
ル
」
は
、
虐
待
の
予
防
や
子
育
て

施
策
の
推
進
を
後
押
し
し
、
区
と
区

民
の
信
頼
関
係
を
築
く
ツ
ー
ル
と
し

て
大
変
有
効
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

 

き
ず
な
メ
ー
ル
は
、
子
育
て
を

家
族
み
ん
な
で
支
え
合
う
契
機
と
な

り
、
子
育
て
の
孤
立
を
防
ぐ
有
効
な

ツ
ー
ル
と
認
識
。
重
複
し
た
事
業
と

な
ら
な
い
よ
う
研
究
を
進
め
る
。

 

伴
侶
動
物
と
入
所
で
き
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
開
設
や
動
物
虐

待
を
防
ぐ
命
の
教
育
な
ど
「
動
物
と

の
共
生
社
会
の
構
築
」
を
一
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
と
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
先
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。
動
物
が
殺
処
分
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
共
生
社
会
の
構
築
に

つ
い
て
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
、
動
物
と
の
共
生
に
つ

い
て

山
本
ひ
ろ
こ

（
公
明
）

問答問答問答

が
一
体
と
な
り
「
動
物
が
家
族
の
一

員
か
ら
地
域
の
一
員
」
と
し
て
社
会

の
中
で
認
め
ら
れ
、
人
と
動
物
と
の

調
和
の
と
れ
た
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

   

日
本
の
自
殺
率
は
国
際
的
に
も

非
常
に
高
く
、
杉
並
区
で
は
３
日
に

１
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

区
の
過
去　

年
間
の
自
殺
者
数
は
。

１５

 

平
成　

年
か
ら　

年
ま
で
の
合

１４

２８

計
で
１
５
７
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

 

自
殺
対
策
は
、
う
つ
病
対
策
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
。
相
談
窓
口

や
支
援
を
点
か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面

へ
つ
な
ぐ
「
地
域
制
度
モ
デ
ル
」
へ

の
変
換
が
必
要
。
区
の
認
識
は
。

 

地
域
モ
デ
ル
の
構
築
を
念
頭
に

関
係
機
関
、
関
係
者
が
連
携
し
互
い

に
協
力
し
て
、
地
域
全
体
で
区
民
が

自
殺
に
至
ら
な
い
よ
う
支
え
あ
う
杉

並
区
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

「
死
に
た
い
」
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
す
る
人
が
毎
月　

万
〜　

１３

２３

万
件
に
の
ぼ
る
。
自
殺
関
連
用
語
を

検
索
し
た
場
合
に
、
支
援
サ
イ
ト
に

つ
な
げ
る
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
は
。

 

現
在
、「
死
に
た
い
」
と
検
索
す

る
と
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
」
と
い
う
全
国
統
一
番
号
が

生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な

支
援
。
点
か
ら
線
、
線
か

ら
面
の
自
殺
対
策
を

市
来
と
も
子

（
平
和
）

問答問答問答

表
示
さ
れ
、
都
の
場
合
は
専
門
相
談

員
が
本
人
の
意
向
に
合
わ
せ
て
区
の

担
当
者
へ
つ
な
げ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

 

自
殺
対
策
は
、
生
き
る
こ
と
の

包
括
的
な
支
援
で
も
あ
る
。
対
策
へ

の
区
長
の
役
割
と
意
気
込
み
を
問
う
。

 

自
殺
を
社
会
的
な
問
題
と
捉
え

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
労
働

な
ど
の
視
点
か
ら
、
総
合
的
な
対
策

を
検
討
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

支
援
に
確
実
に
つ
な
げ
ら
れ
る
環
境

整
備
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

   

区
内
の
下
水
道
氾
濫
に
よ
る
浸

水
被
害
の
現
状
や
特
徴
、
対
策
の
現

況
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

 

近
年
多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

際
、
川
か
ら
離
れ
た
場
所
で
も
下
水

道
で
処
理
し
き
れ
な
く
な
っ
た
雨
水

が
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
溢
れ
、
浸
水
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
都

下
水
道
局
が
桃
園
川
幹
線
流
域
と
荻

窪
２
丁
目
松
見
橋
付
近
の
浸
水
対
策

に
今
年
度
着
手
。
今
後
は
、
１
時
間

　

ミ
リ
の
降
雨
に
対
応
で
き
る
下
水

５０道
施
設
の
整
備
を
進
め
、
早
期
に
浸

水
被
害
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
課
題
。

 

第
二
桃
園
川
幹
線
整
備
事
業
の

経
緯
は
。
ま
た
こ
の
事
業
の
た
め
に
、

蚕
糸
の
森
公
園
の
一
部
が
８
年
間
と

い
う
長
期
に
わ
た
り
使
え
な
く
な
る
。

周
辺
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

工
事
を
見
学
す
る
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
子
供
の
学
習
や
大
人
の
生
涯
学

習
の
一
助
に
供
し
て
は
ど
う
か
。

問答
下
水
道
氾
濫
対
策
に
つ
い

て

田
中
ゆ
う
た
ろ
う

（
美
杉
）

問答問

 

桃
園
川
幹
線
流
域
の
天
沼
・
阿

佐
谷
・
高
円
寺
地
域
な
ど
の
浸
水
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
新
た
な
下

水
道
幹
線
を
整
備
す
る
も
の
。
工
事

見
学
会
な
ど
事
業
へ
の
理
解
を
深
め

る
取
組
を
都
に
働
き
か
け
て
い
く
。

 

当
事
業
に
関
す
る
都
の
説
明
会

は
、
出
席
者
が
少
な
か
っ
た
。
工
事

開
始
後
も
周
辺
住
民
や
保
育
事
業
者

へ
周
知
徹
底
を
図
り
、
定
期
的
に
経

過
報
告
を
行
う
べ
き
。

 

工
事
の 
進  
捗 
状
況
を
公
園
内
に

し
ん 
ち
ょ
く

掲
示
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
周
知
を
都

に
働
き
か
け
て
い
く
。

   

手
話
講
習
会
の
卒
業
生
を
、
手

話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極

的
に
活
用
す
べ
き
。

 

卒
業
生
で
区
の
認
定
試
験
合
格

者
に
は
、
区
の
手
話
通
訳
者
と
し
て

登
録
後
、
派
遣
事
業
で
活
動
い
た
だ

い
て
い
る
。
さ
ら
に
多
く
の
卒
業
生

が
活
躍
で
き
る
よ
う
、
講
習
会
な
ど

の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

 

聴
覚
障
害
に
つ
い
て
、
区
立
小

中
学
校
に
お
け
る
能
動
的
な
体
験
型

の
学
び
を
よ
り
拡
充
し
て
い
く
べ
き
。

 

障
害
理
解
を
深
め
る
体
験
的
な

学
び
は
、
各
学
校
で
特
別
支
援
学
校

と
の
交
流
や
歌
を
手
話
で
表
現
し
た

答問答
聴
覚
障
害
者
支
援
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て

小
林
ゆ
み

（
自
無
）

問答問答

り
点
字
で
文
章
作
成
す
る
学
習
活
動
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
今
後
も
各
学
校
の
実

情
に
応
じ
た
取
組
を
支
援
し
て
い
く
。

 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
は
海

外
か
ら
の
多
く
の
来
街
者
が
予
想
さ

れ
る
が
、
区
民
が
英
語
が
話
せ
な
く

て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
方
法
を
区
が
提
案
し
て
は
ど
う
か
。

 

外
国
語
表
記
ガ
イ
ド
な
ど
、
様

々
な
媒
体
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

 

大
会
開
催
中
の
テ
ロ
へ
の
懸
念

が
高
ま
っ
て
い
る
。
災
害
時
の
避
難

訓
練
な
ど
と
併
せ
て
、
区
で
テ
ロ
対

策
の
訓
練
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

 

テ
ロ
の
形
態
に
よ
り
対
処
は
変

わ
る
が
、
大
規
模
避
難
は
地
震
災
害

と
同
様
の
た
め
、
地
域
の
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。

   

高
円
寺
小
中
一
貫
校
の
工
事
業

者
が
住
民
の
抗
議
行
動
を
「
妨
害
」

と
し
て
訴
え
た
。
表
現
の
自
由
を
制

限
す
る
動
き
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い

る
。
区
は
訴
訟
に
つ
い
て
事
前
に
知

っ
て
い
た
の
か
。
知
っ
て
い
た
の
な

ら
、
な
ぜ
止
め
な
か
っ
た
の
か
。

 

事
前
に
承
知
は
し
て
い
な
い
。

問答問答
高
円
寺
小
中
一
貫
校
建
設

区
主
催
説
明
会
で
住
民
を

隠
し
撮
り

松
尾
ゆ
り

（
杉
わ
）

問答

 

本
件
は
ま
っ
と
う
な
訴
訟
で
は

な
く
「
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
（
い
や
が
ら

せ
訴
訟
）」で
あ
る
と
考
え
る
が
区
の

考
え
は
。
ま
た
公
共
事
業
の
請
負
業

者
が
住
民
を
訴
え
た
前
例
は
あ
る
か
。

 

工
事
業
者
は
法
的
措
置
が
必
要

と
判
断
し
た
も
の
と
考
え
る
。
区
に

は
前
例
は
な
い
。
他
自
治
体
の
例
は

把
握
し
て
い
な
い
。

 

訴
訟
の
証
拠
に
添
付
さ
れ
た
多

数
の
写
真
は
全
て
隠
し
撮
り
で
あ
り
、

肖
像
権
の
侵
害
で
は
な
い
か
。
区
主

催
の
説
明
会
で
も
隠
し
撮
り
さ
れ
て

い
る
。
撮
影
し
た
の
は
区
職
員
か
。

 

工
事
業
者
が
記
録
の
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
撮
影
し
た
も
の
と
認
識
。

撮
影
の
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

 

杉
一
小
改
築
案
で
は
河
北
病
院

の
土
地
と
杉
一
小
敷
地
を
交
換
す
る

と
さ
れ
る
が
、
病
院
の
土
地
は
浸
水

地
、
汚
染
地
で
あ
り
交
換
は
「
照
応

の
原
則
」
に
反
す
る
の
で
は
。

 

諸
要
素
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
。

 

上
井
草
保
育
園
民
営
化
の
事
業

者
選
定
で
、
選
定
委
員
会
会
長
に
対

し
、
職
員
か
ら
評
価
に
つ
い
て
働
き

か
け
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
事
実
か
。

 

そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。

   

区
の
補
助
で
静
岡
県
南
伊
豆
町

問答問答問答問答
区
補
助
で
静
岡
県
に
建
設

中
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
と

苦
情
調
整
委
員
制
度

堀
部
や
す
し

（
無
）

問

に
建
設
中
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
が
、

入
居
者
募
集
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
施
設
は
原
則
と
し

て
区
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調

整
委
員
（
い
わ
ゆ
る
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
）
制
度
の
対
象
範
囲
外
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。

　

区
外
施
設
に
つ
い
て
は
、
委
員
が

特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
の
み
苦
情

申
立
て
を
受
け
る
と
し
て
い
る
が

（
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委

員
条
例
９
条
１
項
た
だ
し
書
き
）、

こ
の
よ
う
に
委
員
の
主
観
に
委
ね
る

形
で
は
権
利
擁
護
に
つ
な
が
ら
な
い
。

南
伊
豆
特
養
に
区
が
責
任
を
持
つ
と

説
明
し
て
い
る
の
な
ら
、
早
く
条
例

を
改
正
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

 

区
外
で
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
に
も

対
応
し
て
お
り
、
南
伊
豆
特
養
に
つ

い
て
も
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

 

南
伊
豆
特
養
は
施
設
が
静
岡
県

内
に
あ
る
た
め
、
都
も
区
も
法
令
上

の
指
導
監
査
に
関
与
で
き
な
い
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

 

保
険
者
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
、

是
正
の
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

 

南
伊
豆
特
養
を
担
う
社
会
福
祉

法
人
を
確
認
す
る
と
、
理
事
や
職
員

と
兼
務
し
て
い
る
評
議
員
が
大
半
で

あ
っ
た
り
、
理
事
の
親
族
が
評
議
員

に
複
数
含
ま
れ
て
い
た
り
と
、
過
去

の
法
人
経
営
に
は
大
き
な
問
題
が
あ

っ
た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

 

現
在
は
社
会
福
祉
法
改
正
に
的

確
に
対
応
し
て
い
る
。

 
答問答問答

※プッシュ型情報提供＝データやコンテンツなどの情報が利用者の端末に自動的に配信・更新される方法。
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質　

改
築
の
経
緯
と
ス
キ
ー
ム
は
。

答　

築　

年
と
老
朽
化
に
よ
る
改
築
。

４８

新
園
舎
は
隣
の
阿
佐
谷
南
児
童
遊
園

を
取
り
込
み
、
保
育
定
員
の
拡
充
を

図
る
。
ま
た
、
障
害
児
指
定
園
の
役

割
も
担
う
。
新
園
舎
建
設
後
、
仮
園

舎
は
民
間
の
事
業
者
を
募
集
し
、
認

可
保
育
所
と
し
て
開
設
す
る
予
定
。

こ
の
ほ
か
の
質
問

●
入
札
参
加
資
格
条
件
に
つ
い
て

●
障
害
児
指
定
園
に
つ
い
て

●
近
隣
住
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
へ

の
区
の
対
応
に
つ
い
て 

な
ど

〈
賛
成
意
見
〉

◇
改
築
に
至
る
適
切
な
ス
キ
ー
ム
を

確
認
で
き
た
。
ま
た
待
機
児
童
対
策

と
し
て
地
域
の
要
望
に
合
致
し
、
新

た
な
障
害
児
指
定
園
と
し
て
多
様
な

保
育
需
要
に
資
す
る
保
育
所
整
備
で

あ
る
と
認
め
る
。

◇
区
立
保
育
園
の
あ
り
方
と
質
を
維

持
す
る
た
め
の
方
向
性
を
し
っ
か
り

と
確
立
す
る
こ
と
を
求
め
、
賛
成
。

◇
契
約
内
容
に
特
段
の
問
題
は
な
い

が
、
工
事
中
事
故
の
な
い
よ
う
に
細

心
の
注
意
を
払
う
よ
う
要
望
す
る
。

 

ほ
か

審
議
結
果
「
原
案
ど
お
り
可
決
」

　

こ
の
ほ
か
８
議
案
の
審
査
と
事
務

事
業
概
要
の
説
明
、
６
件
の
報
告
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
財
政
委
員
会

質　

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控

除
見
直
し
意
図
と
税
収
へ
の
影
響
は
。

答　

控
除
を
受
け
る
た
め
に
配
偶
者

が
就
業
調
整
を
し
な
く
て
す
む
仕
組

み
と
な
り
、
働
け
る
機
会
を
増
や
す

と
考
え
る
。
配
偶
者
特
別
控
除
の
増

加
に
よ
る
減
収
が
あ
る
一
方
、
高
額

所
得
者
の
控
除
摘
用
が
な
く
な
る
た

め
、
相
殺
す
る
と
増
収
と
推
測
す
る
。

こ
の
ほ
か
の
質
問

●
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除

の
関
係
に
つ
い
て

●
配
偶
者
特
別
控
除
見
直
し
の
影
響

を
受
け
る
対
象
者
数 

な
ど

〈
賛
成
意
見
〉

◇
国
の
税
制
改
正
を
受
け
た
も
の
で

あ
り
、
企
業
側
に
と
っ
て
も
働
き
手

を
失
わ
ず
に
す
む
仕
組
み
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

◇
配
偶
者
が
労
働
時
間
を
抑
え
る
状

況
が
改
善
さ
れ
、
高
額
所
得
者
が
控

除
を
受
け
る
対
象
外
と
な
り
、
格
差
、

貧
困
問
題
解
決
の
一
助
と
な
る
。

◇
就
業
調
整
は
多
様
な
要
因
が
あ
り

こ
の
措
置
だ
け
で
は
不
十
分
だ
が
、

今
回
の
見
直
し
は
区
民
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

 

ほ
か

審
議
結
果
「
原
案
ど
お
り
可
決
」

　

こ
の
ほ
か
事
務
事
業
概
要
の
説
明

と
６
件
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

区
民
生
活
委
員
会

質　

条
例
改
正
の
目
的
と
概
要
は
。

答　

現
在
高
井
戸
第
三
小
学
校
の
敷

地
内
に
あ
る
ゆ
う
ゆ
う
下
高
井
戸
館

を
下
高
井
戸
児
童
館
の
建
物
に
移
転

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の

モ
デ
ル
と
な
る
取
組
等
を
開
始
す
る
。

こ
の
ほ
か
の
質
問

●
ゆ
う
ゆ
う
館
を
２
階
に
移
転
す
る

こ
と
の
懸
念
と
そ
の
対
応

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
モ

デ
ル
と
な
る
取
組
の
具
体
例

●
複
合
施
設
の
管
理
責
任
者 

な
ど

〈
賛
成
意
見
〉

◇
児
童
館
の
遊
び
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く

な
ら
な
い
こ
と
、
ゆ
う
ゆ
う
館
は
集

会
室
が
広
く
な
り
、
職
員
の
巡
回
な

ど
安
全
体
制
の
確
保
を
確
認
し
た
。

◇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
モ
デ
ル

と
な
る
有
機
的
な
多
世
代
交
流
や
場

作
り
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

 

ほ
か

〈
反
対
意
見
〉

◇
施
設
再
編
整
備
計
画
改
定
の
際
に
、

児
童
館
・
ゆ
う
ゆ
う
館
が
転
用
さ
れ

る
と
計
画
内
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は

重
大
な
問
題
で
、
反
対
。 

ほ
か

審
議
結
果
「
原
案
ど
お
り
可
決
」

　

こ
の
ほ
か
事
務
事
業
概
要
の
説
明

と
８
件
の
報
告
等
を
受
け
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

保
健
福
祉
委
員
会

質　

玉
川
上
水
・
放
射
５
号
線
周
辺

地
区
が
、
地
区
計
画
の
候
補
に
あ
が

っ
た
理
由
は
。

答　

平
成　

年
に
放
射
５
号
線
事
業

１７

が
認
可
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

地
元
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
地

区
計
画
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
構

想
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
区
で
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
ほ
か
の
質
問

●
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
ど
の
よ
う
に

水
と
緑
の
保
全
を
図
る
の
か 

な
ど

〈
賛
成
意
見
〉

◇
玉
川
上
水
・
放
射
５
号
線
周
辺
地

区
に
お
け
る
一
体
的
・
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
条
例
改

正
。
緑
と
景
観
を
生
か
し
て
、
地
域

の
人
が
誇
り
や
愛
着
を
感
じ
る
生
活

環
境
の
実
現
を
求
め
て
、
賛
成
。

 

ほ
か

〈
反
対
意
見
〉

◇
玉
川
上
水
は
自
然
や
地
域
環
境
と

一
体
と
な
っ
て
保
全
さ
れ
る
べ
き
で
、

用
途
地
域
見
直
し
と
一
体
と
な
っ
た

地
区
計
画
に
は
同
意
で
き
な
い
。

 

ほ
か

審
議
結
果
「
原
案
ど
お
り
可
決
」

　

こ
の
ほ
か
１
議
案
の
審
査
と
事
務

事
業
概
要
の
説
明
、
８
件
の
報
告
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

都
市
環
境
委
員
会

質　

当
委
員
会
の
概
要
は
。

答　

法
律
、
医
療
、
心
理
、
福
祉
等

の
専
門
家
に
よ
る
教
育
委
員
会
の
附

属
機
関
と
し
て
設
置
。
い
じ
め
の
未

然
防
止
や
早
期
発
見
、
対
処
に
関
し

調
査
審
議
し
、
重
大
事
態
が
発
生
し

た
時
に
は
速
や
か
に
調
査
等
を
行
う
。

こ
の
ほ
か
の
質
問

●
当
委
員
会
と
青
少
年
問
題
協
議
会

と
の
連
携
に
つ
い
て

●
学
校
支
援
本
部
と
の
連
携

●
教
員
向
け
の
い
じ
め
対
応
の
研
修

●
い
じ
め
を
受
け
た
被
害
者
家
族
へ

の
情
報
提
供
に
つ
い
て 

な
ど

〈
賛
成
意
見
〉

◇
質
疑
を
通
じ
、
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
と
の
整
合
性
、
委
員
会
の
中

立
性
・
公
平
性
・
透
明
性
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

◇
平
時
に
お
い
て
も
、
い
じ
め
防
止

等
の
取
組
充
実
に
向
け
た
調
査
審
議

が
で
き
る
委
員
会
の
設
置
は
、
大
い

に
意
義
が
あ
り
賛
成
す
る
。

◇
専
門
家
が
い
じ
め
を
未
然
に
防
ぐ

方
法
を
活
発
に
意
見
交
換
し
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
を
願
っ
て
、
賛
成
。

 

ほ
か

審
議
結
果
「
原
案
ど
お
り
可
決
」

　

こ
の
ほ
か
事
務
事
業
概
要
の
説
明

と
６
件
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

文
教
委
員
会

杉
並
区
立
阿
佐
谷
南
保
育
園
改
築

建
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
議
案
第　

号
）

４７

杉
並
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
議
案
第　

号
）

３８

杉
並
区
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会

条
例
（
議
案
第　

号
）

４２

杉
並
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第　

号
）

４１

杉
並
区
行
政
財
産
使
用
料
条
例
及
び

杉
並
区
立
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
及
び
ゆ
う
ゆ
う
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
議
案
第　

号
）

３９

《 特 集 》　

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
は
、
関
係
す
る
委
員
会
で
質

疑
が
行
わ
れ
審
査
さ
れ
ま
す
。
審
査
が
終
わ
っ
た
議
案
な
ど
は
、

委
員
長
か
ら
そ
の
結
果
が
議
長
に
報
告
さ
れ
、
本
会
議
で
採
決
を

行
い
、
議
会
の
意
思
を
決
定
し
ま
す
。

　

第
２
回
定
例
会
最
終
日
（
６
月　

日
）
に
報
告
さ
れ
た
常
任
委

１６

員
会
委
員
長
報
告
（
要
旨
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
委
員
長
報
告
の
全
部
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
議
会
中
継
（
録
画
）
ま
た
は
会

議
録
（
９
月
ご
ろ
に
掲
載
）
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。 常常

任任
委委
員員
会会
でで
のの

議議
案案
審審
査査
のの
様様
子子

常
任
委
員
会
で

常
任
委
員
会
で
のの

議
案
審
査
の
様

　

議
案
審
査
の
様
子子
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常任委員会・特別委員会等の活動をお知らせします（６・７月）

清掃工場周囲には、緑地と敷地を一周できる
遊歩道が整備されます。

ごみをためるバンカから焼却炉に運ぶごみク
レーン。大人の背丈よりも大きい。

稼動後は立ち入れない、焼却炉の内部。燃焼
方法の説明を聞く様子。

議案審査における議案各号の概要は、８面をご覧ください。

◇総務財政委員会
【開会日】２９年６月９日
【議案審査】第３６・３７、４３〜４９号
【所管事項調査】
（１）杉並第一小学校等施設整備等方針の策定と今後の取組について
（２）杉並区情報化基本方針等の改定について　　ほか４件

◇区民生活委員会
【開会日】２９年６月５日
【議案審査】第３８号
【所管事項調査】
（１）杉並区男女共同参画行動計画の改定方針について
（２）ふるさと納税制度の取組状況について　　ほか４件

◇保健福祉委員会
【開会日】２９年６月６日
【議案審査】第３９号
【付託事項審査】陳情の取り下げ
【所管事項調査】
（１）杉並区保健福祉計画等の改定・策定方針について
（２）平成２９年度「臨時福祉給付金（経済対策分）」について　　ほか６件

◇都市環境委員会
【開会日】２９年６月７日
【議案審査】第４０・４１号
【所管事項調査】
（１）荻窪駅周辺まちづくり方針の策定について
（２）阿佐ケ谷駅等周辺まちづくり方針（案）の策定について　　ほか６件
【視察内容】杉並清掃工場の概要聴取及び工場内視察

◇文教委員会
【開会日】２９年６月８日
【議案審査】第４２号
【所管事項調査】
（１）「杉並区教育ビジョン２０１２推進計画」の改定について
（２）「杉並区特別支援教育推進計画」の改定について　　ほか４件

【開会日】２９年６月１６日
【議　題】議案審査結果報告について　　ほか

◇災害対策特別委員会
【開会日】２９年６月１２日
【所管事項調査】
（１）簡易型感震ブレーカーの設置支援の拡充について
（２）下高井戸おおぞら公園の「一時（いっとき）避難地」指定等について
（３）平成２９年度杉並区合同水防訓練の開催結果について
【派遣日】２９年７月１４日
【派遣内容】第５５回東京河川改修促進連盟総会及び促進大会参加（調布市）

◇道路交通対策特別委員会
【開会日】２９年６月１３日
【所管事項調査】
（１）外環等について
（２）自転車対策と南北交通について

◇文化芸術・スポーツに関する特別委員会
【開会日】２９年６月１４日
【所管事項調査】
（１）平成２９年度文化・芸術振興事業の概要について
（２）平成２９年度オリンピック・パラリンピック連携推進担当の事業概要について
（３）平成２９年度スポーツ振興課の事業概要について
（４）杉並区スポーツ推進計画「健康スポーツライフ杉並プラン」の改定方針について

◇議会改革特別委員会
【開会日】２９年６月１５日
【所管事項調査】
（１）議会基本条例について
（２）議会図書室について
（３）議会のICT化の検討状況について

常任委員会 議会運営委員会

特別委員会

　杉並清掃工場（高井戸東３ー７ー６）は、昭和５８年に操業を開始しましたが、
老朽化のため、平成２４年１０月から建替工事を行ってきました。約５年の工事期
間を経て、今年１０月から稼動する予定です。
　都市環境委員会では、完成間近の清掃工場内部の様子や周辺施設を視察しま
した。
　視察では、清掃工場が地域住民とともに作り上げられたことや、環境保全の
取組、地域環境との調和、効率の高い設備の導入による発電電力量の増加、自
然エネルギーの利用などを確認しました。

完成間近の清掃工場。煙突は高さ約１６０ｍ。大気汚染対策
に、法規制値より厳しい自己規制値を設定しています。

視察リポート　都市環境委員会

建建設設中中のの「「杉杉並並清清掃掃工工場場」」をを
視視察察ししままししたた！！
建設中建設中のの「杉並清掃工場「杉並清掃工場」」をを
視察しました視察しました！！
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お
悔
や
み

小泉やすお議員

　

区
議
会
議
員　

小
泉
や
す
お

氏（
杉
並
区
議
会
自
由
民
主
党
）

は
、
平
成　

年
６
月　

日
、
逝

２９

１９

去
さ
れ
ま
し
た
。　

歳
。

７６

　

小
泉
氏
は
、
昭
和　

年
４
月

５４

の
選
挙
で
初
当
選
以
来
、
第　
６１

代
・　

代
議
長
等
を
歴
任
し
、

７０

　

期　

年
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ

１０

３８

れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

q

s

r

t

uuuuuuuuu

uuuuuuuuu

v
v
v
v
v
v
v
v

v
v
v
v
v
v
v
v

　杉並区議会では、より多くの方が議会に興味を持っていただけ
るよう、年４回（２月・５月・９月・１１月）の定例会の開催をお知
らせするポスターに使う写真を、年間を通じて募集しています。

■内容：杉並区内で撮影した、季節を感じる風景や表情豊かな人
物写真など、未発表の作品。
※人物が写っている場合は、その人物の許可を得ていること。
■応募規格：データまたはプリントのどちらか

■応募方法：①撮影者の住所・氏名・電話番号、②撮影場所、撮
影年月日、被写体についての簡単な説明を明記の上、区議会事務
局へ郵送または持参してください。
※デジタルデータは、ＣＤ−Ｒに記録して応募してください。
■その他：①杉並区議会広報委員会で審査します（賞品等はあり
ませんので、ご了承ください）。②区議会ホームページに募集の
詳細を載せています。③個人情報は本目的以外に使用しません。
■お問い合わせ・応募先：区議会事務局　広報担当

みなさんからの写真でポスターを作っています！

区議会だよりをスマートフォンで手軽に！
　スマートフォン用無料アプリ「マチイロ」を利用して、「区議会だより」をスマートフ
ォンやタブレット端末で、いつでも、簡単に読むことができます。アプリをダウンロード
し、登録すると、最新号の発行に合わせてお知らせ通知が届きます。
　「マチイロ」ホームページにアクセスし、専用アプリをダウンロードし
てください（ダウンロードや情報の受信には、通信料が発生する場合が
あります）。
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区議会を傍聴してみませんか？

員会もどなたでも傍聴できます。委員会では、
議案や請願・陳情などを審査します。杉並区

議会では、５つの常任委員会、議会運営委員会、４
つの特別委員会が設置され、部門ごとに分かれて検
討し、理解と議論を深めています。

会議で、議員が区の事務の執行状況や将来の
方針・計画、疑問点などについて、区の考え

を質問して確かめることをいいます。質問項目は、
財政や福祉、防災、まちづくりなど区政全般にわた
ります。

「一般質問」って
何ですか？

委員会も
傍聴できますか？

一般質問は、聞きどこ
ろ、見どころ満載！
議場は緊張感につつま
れ、時には迫力あるや
り取りもあるんじゃ！

委員会では具体的な質疑
がされるので、何につい
て話し合っているのか、
傍聴が初めてでもわかり
やすいんじゃよ。

本

委

議場の議席配置図
議　長

演　壇

書記席
理事者席（執行機関）理事者席（執行機関）

傍聴席（区役所中棟５階）

１５１６１７１８

中村　康弘
（公明）

大泉やすまさ
（自民）

井原　太一
（自民）

大和田　伸
（自民）

２８２９３０３１３２

大槻　城一
（公明）

今井ひろし
（自民）

浅井くにお
（自民）

脇坂たつや
（自民）

吉田　あい
（自民）

４３４４４５４６４７４８

横山　えみ
（公明）

大熊　昌巳
（自民）

はなし俊郎
（自民）

井口かづ子
（自民）

富本　卓
（自民）〈欠員〉

議席番号１２３

議員名
（会派略称）〈欠員〉川野たかあき

（平和）
木村ようこ
（無木）

７８９１０

奥田　雅子
（平和）

市来とも子
（平和）

小林　ゆみ
（自無）

藤本なおや
（自無）

１９２０２１２２２３

山田　耕平
（共産）

上保まさたけ
（共産）

そね　文子
（平和）

岩田いくま
（自無）

松浦　芳子
（自無）

３３３４３５３６３７３８

金子けんたろう
（共産）

富田　たく
（共産）

くすやま美紀
（共産）

けしば誠一
（平和）

新城せつこ
（平和）

佐々木　浩
（自無）

４５６

田中ゆうたろう
（美杉）

堀部やすし
（無）

松尾　ゆり
（杉わ）

１１１２１３１４

上野エリカ
（未来）

山本あけみ
（未来）

木梨もりよし
（共生）

山本ひろこ
（公明）

２４２５２６２７

増田　裕一
（未来）

安斉あきら
（未来）

北　明範
（公明）

川原口宏之
（公明）

３９４０４１４２

河津利恵子
（未来）

太田　哲二
（未来）

渡辺富士雄
（公明）

島田　敏光
（公明）

（区役所中棟４階／平成２９年８月１日現在）

　第３回定例会の詳しい日程は、開会の約１カ月前に区
議会ホームページ等でご案内します。
　傍聴を希望される方は、当日、直接区議会事務局（区
役所中棟３階）へお越しください。
　また、本会議はライブ中継・録画中継も行っています
（決算特別委員会は録画中継のみ）。パソコンだけでな
く、スマートフォンからもご覧になれますので、どうぞ
ご利用ください。

〈第３回定例会　９月１１日（月）開会予定〉
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《声・点字の区議会だより》
本紙を録音した「声の区議会だより」（カセットテープ、オーディオ版、デイジー版）、または点字版「区議会だ
より」を区内在住の視覚障害の方とご希望の方に郵送でお届けしています。お申し込みは区議会事務局へ。

議　案　等　の　概　要　と　審　議　結　果
○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　平成２９年６月１６日議決（※は６月２日議決）

結
果

無
木無美

杉
共
生

杉
わ

自
無

共
産

平
和

未
来

公
明

自
民概　　　要件　　　名議案

番号

可決○○○○○○○○○○○
欠１雇用保険法の一部改正に伴う失業者の退職手当の拡充杉並区職員の退職手当に関する条例の一部を改正す

る条例３６号

区　

長　

提　

出　

議　

案　

等

可決○○○○○○○○○○○
欠１

再度の育児休業をすることができる特別の事情に係る規定の
改正等

杉並区職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例３７号

可決○○○○○○○○○○○
欠１控除対象配偶者の名称の変更等杉並区特別区税条例の一部を改正する条例３８号

可決○○○○×○×○○○○
欠１

ゆうゆう下高井戸館の位置の変更と、ゆうゆう下高井戸館の
集会室及び下高井戸児童館の遊戯室の目的外使用料の設定

杉並区行政財産使用料条例及び杉並区立高齢者活動
支援センター及びゆうゆう館条例の一部を改正する
条例

３９号

可決○○○○○○○○○○○
欠１区民住宅の廃止杉並区立区民住宅条例を廃止する条例４０号

可決○○×××○×○○○○
欠１

玉川上水・放射５号線周辺地区における建築物に関する制限
の設定

杉並区地区計画の区域内における建築物の制限に関
する条例の一部を改正する条例４１号

可決○○○○○○○○○○○
欠１いじめ問題対策委員会の設置等杉並区いじめ問題対策委員会条例４２号

可決××○○×○×○○○○
欠１

契約金額：２７億３,３４８万円
契約の相手方：興建社・佐藤・矢島・友伸建設共同企業体

杉並区立桃井第二小学校改築及び併設１施設建設建
築工事の請負契約の締結について４３号

可決××○○×○×○○○○
欠１

契約金額：３億３,８０４万円
契約の相手方：牧野・清田建設共同企業体

杉並区立桃井第二小学校改築及び併設１施設建設電
気設備工事の請負契約の締結について４４号

可決××○○×○×○○○○
欠１

契約金額：２億５,７９０万４千円
契約の相手方：シンコー・新開建設共同企業体

杉並区立桃井第二小学校改築及び併設１施設建設給
排水衛生設備工事の請負契約の締結について４５号

可決××○○×○×○○○○
欠１

契約金額：３億４,１２８万円
契約の相手方：峯尾・黒澤建設共同企業体

杉並区立桃井第二小学校改築及び併設１施設建設空
気調和設備工事の請負契約の締結について４６号

可決○○○○○○○○○○○
欠１

契約金額：４億２,９８４万円
契約の相手方：江州建設株式会社

杉並区立阿佐谷南保育園改築建築工事の請負契約の
締結について４７号

可決○○○○○○○○○○○
欠１区職員の公務中の事故に関する損害賠償損害の賠償について４８号

可決○×○○×○×○○○○
欠１

杉並第一小学校等施設整備等方針の決定に伴う関連経費や施
設再編整備計画に基づく阿佐谷北保育園の移転整備に係る建
設工事費、杉並第二小学校学童クラブの整備に係る改修工事
費、いじめ問題対策委員会設置に係る委員報酬など、新たな
事情の変化や緊急性等の観点から、１６事業１,４６０万７千円の
補正のほか、債務負担行為の補正

平成２９年度杉並区一般会計補正予算（第２号）４９号

可決○○○○○○○○○○○
欠１田中載枝（たなか　かつえ）氏を候補者として推薦人権擁護委員候補者の推薦について　※５０号

同意○○○○○○○○○○○
欠１池田千宏（いけだ　ちひろ）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５１号

同意○○○○○○○○○○○
欠１小野　実（おの　みのる）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５２号

同意○○○○○○○○○○○
欠１小美野正義（おみの　まさよし）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５３号

同意○○○○○○○○○○○
欠１秦　孝良（はた　たかよし）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５４号

同意○○○○○○○○○○○
欠１井口久夫（いぐち　ひさお）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５５号

同意○○○○○○○○○○○
欠１木下克 （きのした　かつひろ）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５６号

同意○○○○○○○○○○○
欠１森田角治（もりた　かくじ）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５７号

同意○○○○○○○○○○○
欠１本橋成一（もとはし　せいいち）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５８号

同意○○○○○○○○○○○
欠１栗原正太郎（くりはら　しょうたろう）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※５９号

同意○○○○○○○○○○○
欠１坂井雄治（さかい　ゆうじ）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※６０号

同意○○○○○○○○○○○
欠１原　修吉（はら　しゅうきち）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※６１号

同意○○○○○○○○○○○
欠１飯田幸弘（いいだ　ゆきひろ）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※６２号

同意○○○○○○○○○○○
欠１田原良規（たはら　よしのり）氏の任命に同意杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※６３号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

平成２８年第１回定例会で議決された「仮称下高井戸公園第一
期整備工事その２」の契約金額を９８９万７,１２０円増額し、５億
１,２０９万７,１２０円とした。　　　　

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された
契約金額の増減の専決処分をしたことの報告につい
て　※

報告
５号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

平成２９年第１回定例会で議決された「杉並区永福体育館移転
改修建築工事」の契約金額を１０万８千円増額し、１０億１,７４６万
８千円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された
契約金額の増減の専決処分をしたことの報告につい
て　※

報告
６号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

平成２８年第４回定例会で議決された「仮称杉並区立高円寺地
域小中一貫教育校及び併設１施設建設建築工事」の契約金額
を５５５万１,２００円減額し、５８億８,０４４万８,８００円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された
契約金額の増減の専決処分をしたことの報告につい
て　※

報告
７号

報告
聴取－－－－－－－－－－－１件の法律上の義務に属する損害賠償額を報告

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された
損害賠償額の決定の専決処分をしたことの報告につ
いて　※

報告
８号

報告
聴取－－－－－－－－－－－臨時福祉給付金給付事業等６事業で、２９年度に１６億３,８６１万 

５９０円を繰り越す。平成２８年度繰越明許費繰越計算書について　※報告
９号

報告
聴取－－－－－－－－－－－避けがたい事故によって、２９年度に３事業９７９万６,０８０円を繰

り越す。平成２８年度事故繰越し繰越計算書について　※報告
１０号

報告
聴取－－－－－－－－－－－土地取得：６,１６２.１２㎡　２６億２,０５１万４,２６１円

土地処分：６,３１９.７０㎡　２８億２,４４４万８,１１８円杉並区土地開発公社の経営状況について　※報告
１１号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

スポーツの普及や健康づくりを目的として行われている各種
の区民スポーツ教室の実施、区民体育祭やスポーツレクリエ
ーション大会運営のほか、指定管理施設と受託施設の効率的
な管理運営に努めた。

公益財団法人杉並区スポーツ振興財団の経営状況に
ついて　※

報告
１２号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

来所・訪問等による就労相談や登録制による就労・生活支援
のほか、職業準備訓練等を行う就労移行支援事業などを実施
し、平成２８年度は６２人が就職した。

公益財団法人杉並区障害者雇用支援事業団の経営状
況について　※

報告
１３号

報告
聴取－－－－－－－－－－－駅舎施設等を西武鉄道株式会社に賃貸した。下井草駅整備株式会社の経営状況について　※報告

１４号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

１０周年記念事業の実施のほか、区民等からの成年後見制度に
関する相談対応や区長申立て等手続き支援の実施、普及啓発
活動などを進め、専門職後見人の紹介や法人後見の実施など
のサービス提供を行った。

公益社団法人杉並区成年後見センターの経営状況に
ついて　※

報告
１５号

議員別の表決結果は、杉並区議会ホームページの「議案の一覧」でご覧になれます。
《会派名・構成人数》（平成２９年６月１６日現在）
自民／杉並区議会自由民主党（１２人）、公明／杉並区議会公明党（８人）、未来／区民フォーラムみらい（６人）、平和／いのち・平和クラブ（６人）、共産／日本共産党杉並区議団（５人）
自無／自民・無所属クラブ（５人）、杉わ／杉並わくわく会議（１人）、共生／共に生きる杉並（１人）、美杉／美しい杉並（１人）、無／無所属（１人）、無木／無所属（木村）（１人）
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